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(57)【要約】
　エネルギの局所的な集中を生じさせる方法は、一連の
発射物（８）を提供すること、および、前記発射物（８
）を対象物（２；４；６；１４；１６；１８；２０；３
０；３２；３４；３６；３８；４２）に発射することを
含んでいる。エネルギの局所的な集中を生じさせる装置
は、一連の発射物（８）を提供する手段と、前記発射物
（８）を対象物（２；４；６；１４；１６；１８；２０
；３０；３２；３４；３６；３８；４２）に発射する手
段とを備えている。対象物（２；４；６；１４；１６；
１８；２０；３０；３２；３４；３６；３８；４２）は
、対象物への衝突の際に、発射物（８）が該発射物と対
象物との間に多量の気体（１０）を捕集し、圧縮するよ
うに構成される。対象物（２；４；６；１４；１６；１
８；２０；３０；３２；３４；３６；３８；４２）およ
び発射物（８）は、対象物に対する発射物の衝撃が、捕
集された気体（１０）の体積内に、集束した衝撃波（１
２）を生じさせるように構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エネルギの局所的な集中を生じさせる方法であって、
　一連の発射物を提供すること、および、前記発射物を対象物に発射することを含み、
　前記対象物は、該対象物への衝突の際に、前記発射物が該発射物と前記対象物との間に
多量の気体を捕集し、圧縮するように構成され、
　前記対象物および発射物は、前記対象物に対する前記発射物の衝撃が、捕集された前記
気体の体積内に、集束した衝撃波を生じさせるようにさらに構成されている方法。
【請求項２】
　前記発射物は、液体の小滴を含んでいる請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記発射物は、２５０ｍ／ｓを超える速度、例えば５００ｍ／ｓ、例えば７５０ｍ／ｓ
を超える速度を有している請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
　前記対象物は、前記発射物を少なくとも部分的に受容し、前記発射物の下で前記気体を
捕集するように形成された凹面を備えている請求項１、２、または３記載の方法。
【請求項５】
　前記対象物の構造は、前記発射物の幅よりも狭くそこに規定された個別の窪みを有した
対象物表面を備えている先の請求項のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記対象物の構造は、複数の窪みを備えている請求項５記載の方法。
【請求項７】
　核融合反応を生じさせるべく使用される先の請求項のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　捕集される前記気体の体積は、５×１０－１１～５×１０－７リットルである先の請求
項のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　エネルギの局所的な集中を生じさせる装置であって、
　一連の発射物を提供する手段と、
　前記発射物を対象物に発射し、該対象物への衝突の際に、前記発射物が該発射物と前記
対象物との間に多量の気体を捕集するように構成された手段とを備え、
　前記対象物および発射物は、前記対象物に対する前記発射物の衝撃が、捕集された前記
気体の体積内に、集束した衝撃波を生じさせるようにさらに構成されている装置。
【請求項１０】
　前記発射物は、液体の小滴を含んでいる請求項９記載の装置。
【請求項１１】
　前記発射物は、２５０ｍ／ｓを超える速度、例えば５００ｍ／ｓ、例えば７５０ｍ／ｓ
を超える速度を有している請求項９または１０記載の装置。
【請求項１２】
　前記対象物は、前記発射物を少なくとも部分的に受容し、前記発射物の下で前記気体を
捕集するように形成された凹面を備えている請求項９、１０、または１１記載の装置。
【請求項１３】
　前記対象物の構造は、前記発射物の幅よりも狭くそこに規定された個別の窪みを有した
対象物表面を備えている請求項９乃至１２のいずれかに記載の装置。
【請求項１４】
　前記対象物の構造は、複数の窪みを備えている請求項１３記載の装置。
【請求項１５】
　核融合反応を生じさせるべく使用される請求項９乃至１４のいずれかに記載の装置。
【請求項１６】
　捕集される前記気体の体積は、５×１０－１１～５×１０－７リットルである請求項９
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乃至１５のいずれかに記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、対象物に衝突する高速の液滴または他の発射物を使用してエネルギを集中さ
せる方法および装置に関する。本発明は、特に、排他的ではないが、核融合を生じさせる
ほど局所的に高いエネルギ密度の生成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　核融合電力の開発は、長年、時間および資金の大規模な投資分野であった。この投資は
、巨費を投じた大規模な核融合反応炉の開発に大部分は集中してきた。しかし、核融合を
生じさる遥かに単純で安価な機構を予測する他の理論が存在する。ここでの興味は、傘の
概念「慣性閉鎖核融合」であり、それは非常に小さな領域にエネルギを集中および集束さ
せる機械的な力（衝撃波など）を使用する。
【０００３】
　慣性閉鎖核融合に対する確信の多くは、音ルミネセンスと呼ばれる現象についての観察
からのものである。これは、適切な大きさとされた泡を含んだ液体が特定の周波数の超音
波で駆動されるときに生じる。圧力波は、その泡を拡張させ、そして非常に激しく崩壊さ
せ、その処理は、通常、慣性キャビテーションと呼ばれる。泡の急速な崩壊は、それらが
光を放射する程度まで内容物を加熱する非平衡圧縮をもたらす（非特許文献１）。この処
理を強める様々な努力があり、或るグループは、核融合を観察することを主張した（非特
許文献２）。しかし、観察結果は、多大な労力にも拘わらず、依然として立証も再現もさ
れていない（非特許文献３）。
【０００４】
　特許文献１では、剛性のある対象物に非常に高速（～１ｋｍ／ｓ）に動く球状の水滴を
発射し、強い衝撃波を生じさせることが提案されている。この衝撃波は、核で発生し、水
滴の内部で実質的に拡張された泡を崩壊させるために使用されることができる。前述の特
許は、崩壊した泡の内部で核融合が起こることを予測している。表面への高速な小滴の衝
撃によって生じた衝撃波のメカニズムは、以前に実験的および数値的に研究されており、
十分に立証されている（本願発明者らのうちの１人による非特許文献４を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第７４４５３１９明細書
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】Ｇａｉｔａｎ，　Ｄ．　Ｆ．，　Ｃｒｕｍ，　Ｌ．　Ａ．，　Ｃｈｕｒ
ｃｈ，　Ｃ．　Ｃ，　ａｎｄ　Ｒｏｙ，　Ｒ．　Ａ．　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　ｔｈｅ　
Ａｃｏｕｓｔｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ａｍｅｒｉｃａ　９１（６），　３１６
６－３１８３　Ｊｕｎｅ　（１９９２）
【非特許文献２】Ｔａｌｅｙａｒｋｈａｎ，　Ｒ．　Ｐ．，　Ｗｅｓｔ，　Ｃ．　Ｄ．，
　Ｃｈｏ，　Ｊ．　Ｓ．，　Ｌａｈｅｙ，　Ｒ．　Ｔ．，　Ｎｉｇｍａｔｕｌｉｎ，　Ｒ
．　Ｉ．，　ａｎｄ　Ｂｌｏｃｋ，　Ｒ．　Ｃ．　Ｓｃｉｅｎｃｅ　２９５（５５６１）
，　１８６８－１８７３　Ｍａｒｃｈ　（２００２）
【非特許文献３】Ｓｈａｐｉｒａ，　Ｄ．　ａｎｄ　Ｓａｌｔｍａｒｓｈ，　Ｍ．　Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　Ｒｅｖｉｅｗ　Ｌｅｔｔｅｒｓ　８９（１０），　１０４３０２　Ｓｅｐ
ｔｅｍｂｅｒ　（２００２）
【非特許文献４】Ｈａｌｌｅｒ，　Ｋ．　Ｋ．，　Ｖｅｎｔｉｋｏｓ，　Ｙ．，　Ｐｏｕ
ｌｉｋａｋｏｓ，　Ｄ．，　ａｎｄ　Ｍｏｎｋｅｗｉｔｚ，　Ｐ．　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏ
ｆ　Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃｓ　９２（５），　２８２１－２８２８　Ｓｅｐｔｅ
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ｍｂｅｒ　（２００２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、前述の技術に対する代案を提供することを目的とし、さらに他の用途を有す
ることがある。第１態様の観点から、本発明は、エネルギの局所的な集中を生じさせる方
法を提供するものであって、それは、一連の発射物を提供すること、および、発射物を対
象物に発射することを提供し、対象物は、該対象物への衝突の際に、発射物が該発射物と
対象物との間で多量の気体を捕集し、圧縮するように構成され、対象物および発射物は、
対象物への発射物の衝撃が、捕集された気体の体積内の集束した衝撃波を生じさせるよう
にさらに構成されている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、エネルギの局所的な集中を生じさせる装置にも及び、それは、一連の発射物
を提供する手段と、発射物を対象物に発射し、該対象物への衝突の際に、発射物が該発射
物と対象物との間で多量の気体を捕集するように構成された手段とを備え、対象物および
発射物は、対象物に対する発射物の衝撃が、捕集された気体の体積内に、集束した衝撃波
を生じさせるようにさらに構成されている。
【０００９】
　このように、本発明によれば、発射物によって多量の気体（または「泡」）が捕集され
、それが２つの機構によって気体内のエネルギの極度集中を生じさせることが当業者には
分かるであろう。第１の機構は、泡が圧縮され、それが発射物の運動を阻止する際に、粒
子からの運動エネルギの位置エネルギへ、続いて熱エネルギへの単純な変換である。これ
は、発射物の前で移動する弧状衝撃による加熱と、この弧状衝撃の反発、および泡内に閉
じ込められた衝撃をさらに生じる後続の相互作用によってもたらされる加熱とを含んでい
る。
【００１０】
　第２の機構は、発射物から伝播する、発射物と対象物の表面との間の衝撃によって生じ
た集束した衝撃波からのエネルギの、隣接した泡への変換である。捕集された体積に向か
って衝撃波の縁部が伝播すると、それは集束され、収縮円を形成する。この衝撃波が最終
的に或る箇所の近傍に集束するときに、それは圧縮された泡内に非常に高い圧力および温
度を生じさせる。衝撃波が発射物から泡へと移動する媒体の密度の大きな低下は、その衝
撃波が、特にそれが或る箇所に集束する際に、泡内に非常に高い温度を生じさせることを
意味する
　ここで記述される本発明は、それ自体の利点を持ち得る米国特許第７４４５３１９号明
細書に記述された技術に対する代案を提供する。本願発明者らは、米国特許第７４４５３
１９号明細書に示唆されるような、対象物に高速で発射された小滴における泡の核生成に
は、著しい困難が存在することを認識した。そのタイミングは、衝撃が衝突するときの拡
張・崩壊サイクルの正しい瞬間に泡が存在すべく、非常に正確でならなければならない。
対照的に、本発明の少なくとも好ましい実施形態によれば、そのような複雑さおよび関連
する費用を回避することができる。さらに、本願発明者らによって行なわれた双方の技術
のモデル化は、本発明にかかる方法が、同一の小滴衝撃速度に対して、より大きな桁の圧
力および温度の高さを与えることができることを示唆している。
【００１１】
　気体は、典型的に、対象物が配置される環境から捕集される。ここで使用される用語「
気体」は、一般には純粋な原子または分子ガスであるものと理解されるべきであるが、こ
れらに限定するものではなく、蒸気、液体中の懸濁もしくはミクロ懸濁、または気体中の
固体、またはこれらの任意の混合物を含んでいる
　本発明によれば、発射物が固体または半固体（例えば、ゲルまたは重合体）であるか、
あるいは、適切な速度に加速し、表面上に気体の体積を捕集し、圧力および温度の強化の
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ための上述したエネルギ密度集中機構をもたらすことができる任意の材料からなることが
できることが想定される。しかし、実施形態の好ましい組では、発射物は、液体の小滴を
含んでいる。実施形態の１つの特定の組では、液体の小滴は、米国特許第７３８０９１８
号明細書に記述された装置によってもたらされる。
【００１２】
　発射物は、典型的には、泡内を伝播する衝撃波を生じさせるのに十分に速く動く必要が
ある。望ましい速度は、発射物のサイズおよび材料、対象物の形状およびサイズ、捕集さ
れる気体の組成に依存することがある。好ましい実施形態の１つの組では、発射物は、２
５０ｍ／ｓを超える速度、例えば５００ｍ／ｓ、例えば７５０ｍ／ｓを超える速度を有し
ている。幾つかの実施形態では、その速度は、１０００ｍ／ｓ以上である。
【００１３】
　発射物が衝突するときの多量の気体の捕集に対する適切な領域を提供すべく対象物の構
造が取ることがあり、捕集される気体への集束した衝撃波を生じさせることがある形状お
よび構成には多くのものがある。実施形態の１つの組では、対象物は、発射物を少なくと
も部分的に受容し、発射物の下で気体を捕集するように形成された凹面を備えている。こ
こで使用される用語「の下で」は、発射物が上から対象物に接近するという基準で理解さ
れるべきであり、任意の他の対象物または重力に対する特定の空間配置を暗示するもので
はない。さらに、必ずしも発射物が対象物を基準として垂直に対象物に接近することを暗
示するものではない。
【００１４】
　上述したような凹面は、１つであることが可能であり、それは、発射物が完全には入る
ことができないように十分に小さな横断面積へとテーパ状になっている。テーパ側は、（
断面で見たときに）直線または湾曲であることができる。同様に、凹面は、発射物の曲率
よりも大きな曲率を有した少なくとも一部を備えた形状を有することが可能である。実際
には、対象物における完全に鋭い頂点を生じさせる実際的な不可能性に対して考察される
場合、前の条件は、単に後者の部分集合と見なすことができる。
【００１５】
　凹状の対象物表面によって発射物を部分的に受容することは、対象物と発射物との間で
の多量の気体の望ましい捕集を生じさせる。そのような配置構成は、衝撃付与箇所から離
れるように移動する非常に強い環状の衝撃波を発射物に生じさせることが分かっているの
で、有利である。捕集された体積に向かって衝撃波の縁部が伝播すると、それは集束され
、収縮円を形成する。この衝撃波が最終的に或る箇所の近傍に集束するとき、それは圧縮
された泡内における非常に高い圧力および温度をもたらす。
【００１６】
　実施形態の別の組では、対象物の構造は、発射物の幅よりも狭くそこに規定された個別
の窪みを有した対象物表面を備えている。例えば、好ましくは、窪みは、連続的な回転対
称を有し、その直径は、発射物の最大幅よりも小さくあるべきである。したがって、発射
物が球状である典型的なケースでは、窪みは、発射物の直径よりも小さな直径である。上
述した種類の個別の窪みに関連した可能な利点は、発射物によって捕集される気体の体積
が緊密に制御されることができることであるが、発射物が受容される狭くなった凹部の場
合には、捕集される気体の正確な体積は、発射物の正確な直径に或る程度依存することが
あり、それは統計的な変化を呈することがある。
【００１７】
　本発明は、発射物によって気体が捕集される単一の窪みに限定されるものではなく、し
たがって、１組の実施形態では、対象物の構造は、複数の窪みを備えている。そのような
窪みの数に明白に依存して、個々の窪みのサイズは、発射物のサイズよりも著しく小さく
なる。個々の窪みはそれぞれ、上述したような集束した衝撃波によるエネルギ集中を促進
するように形成されることが可能である。複数の窪みを採用する利点は、発射物のエネル
ギのより大きな部分を利用することが可能であるということである。これは、特に、より
大きな発射物と、エネルギ生成核融合装置の製造の単純化の観点とに対して当てはまる。
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【００１８】
　そのような複数の窪みは、多数の方法で形成されることができる。例えば、固体の対象
物は、窪みまたは穴を生成すべく穿孔または機械加工されることができる。しかし、実施
形態の１つの組では、窪みは、対象物の表面構造によって生成される。例えば、対象物は
、摩耗材料でショットブラストされるか、エッチングされるか、または所望の程度の表面
粗さを与えるべく微細なレベルで多数の穴または窪みを提供する処理がなされことができ
る。
【００１９】
　上述した実施形態の２つの組、つまり、発射物を収容する凹状の対象物表面と、一又は
複数のより小さな個別の窪みを有した対象物表面とは、相互に排他的ではない。このよう
に、例えば、対象物表面は、発射物を少なくとも部分的に受容すべく凹状であることが可
能であり、さらに、一又は複数の個別の窪みを備えている。そのような組合せは、発射物
の内部で生じた衝撃波の所望の挙動を提供することにおいて有益となることができ、さら
に、気体の複数の体積を圧縮するという利点も有している。
【００２０】
　実施形態の好ましい組では、ここで記述される本方法は、核融合反応を生じさせるべく
使用される。反応の燃料は、小滴、捕集された気体の泡によって提供されることができる
か、または、燃料は、対象物自体によって提供されることができる。米国特許第７４４５
３１９号明細書に記述された燃料のいずれも、本発明での使用に適している。対象物自体
は、上で概説した実施形態の多くで暗示したように、固体から構築されることもできるが
、それは同様に液体から構築されることもできる。固体の場合、米国特許第７４４５３１
９号明細書で提案される材料のいずれも適切である。液体の場合、要求される対象物の表
面形状は、多くの方法で達成されることができる。例えば、多量の液体の表面が、適切な
振動で（例えば、超音波または別の方法を使用して）励起されることができ、それによっ
て所望の形状を有した波を生じさせる。これに代えて、所望の形状は、適切に適合した湿
潤性と共に、液体と固体表面との間の接触角によって達成されることができる。勿論、こ
の後者の例は、その表面が固体および液体の組合せを含むことがあることを示している。
【００２１】
　捕集される気体の体積は、状況に応じて選択されることが可能であるが、好ましい実施
形態の１つの組では、それは５×１０－１１～５×１０－７リットルである。上の議論か
ら明白なように、これは、単一の体積であるか、または、複数の窪み間に分散されること
ができる。
【００２２】
　本発明の或る実施形態に従って得ることができる核融合反応は、正味エネルギ生産（こ
の分野での長期的な研究対象）に使用されることができるが、本願発明者らは、核融合の
効率が正味エネルギ生産に必要な効率より小さくても、本発明の実施形態に従って得るこ
とが可能な信頼性のある核融合が、例えば、他の核融合プロジェクトにおける燃料として
使用することができ、現存する技術を使用して生産するには非常に高価なトリチウムの生
産において有利であると認識している。核融合は、当業者に明白となる多くの可能な用途
を有した速く安全な中性子源を与えることにおいても有益となり得る。
【００２３】
　さらに、それは、核融合を生じさせるためには本発明に従い必須ではない。例えば、幾
つかの実施形態では、本発明の技術および装置は、極端で異常な条件にアクセスするため
に使用することができる音響化学反応器として有利に使用されることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
　本発明の或る実施形態は、ここでは添付図面を参照して例としてのみ記述される。
【図１ａ】本発明にかかる対象物の３つの変形例を示す断面図。
【図１ｂ】本発明にかかる対象物の３つの変形例を示す断面図。
【図１ｃ】本発明にかかる対象物の３つの変形例を示す断面図。
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【図２】図２（ａ）～（ｃ）は、計算流体力学シミュレーションによって生成された泡の
圧縮の進行を示すグラフ。
【図３ａ】本発明にかかる個別の窪みを有した対象物の変形例を示す断面図。
【図３ｂ】本発明にかかる個別の窪みを有した対象物の変形例を示す断面図。
【図３ｃ】本発明にかかる個別の窪みを有した対象物の変形例を示す断面図。
【図３ｄ】本発明にかかる個別の窪みを有した対象物の変形例を示す断面図。
【図４ａ】複数の窪みを有した様々な可能な実施形態を例示する断面図。
【図４ｂ】複数の窪みを有した様々な可能な実施形態を例示する断面図。
【図４ｃ】複数の窪みを有した様々な可能な実施形態を例示する断面図。
【図４ｄ】複数の窪みを有した様々な可能な実施形態を例示する断面図。
【図５】図５は、湾曲した個別の窪みを有した実施形態を例示する断面図。
【図６】図６は、複数の窪みと、湾曲した全体表面形状との両方を有した実施形態を例示
する断面図。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　図１ａ～図１ｃは、凹状の対象物２，４，６の３つの同様の変形物を示し、それらは、
テーパ断面を有しており、その結果、適切なサイズの小滴８がそれぞれの対象物に発射さ
れるときに、テーパが凹部の底にそれらが到達するのを防止し、したがって、凹部内に多
量の気体が捕集されて、小滴８と対象物２，４，６との間に泡１０を形成する。後続の処
理は、図２（ａ）～（ｃ）を参照して、より詳細に見ることが可能である。図１ａ、図１
ｂ、および図１ｃに示される３つのケースのそれぞれでは、対象物２，４，６は、或る箇
所で、小滴８の半径よりも小さい曲率半径を有している。明白に頂点を示す図１ａおよび
１ｃのケースでは、実際には、当然のことながらこれらが必然的に小滴半径よりも小さな
曲率半径を有した丸み度合を有している。
【００２６】
　図２（ａ）は、小滴８が対象物４に衝突した直後の状況を示している。半分だけが示さ
れているが、他方の半分は、対称同一である。小滴８が、小滴８の表面とテーパ状の対象
物表面４との間で気体の泡１０を捕集することが分かる。小滴８が変形すると、それは泡
１０を圧縮し、それによってその運動エネルギを泡内のエネルギに変換する。また、衝突
時には、衝撃波１２が生じ、小滴に伝播し始める。回転対称な幾何学の考慮によって評価
されるように、この衝撃波は、環状である。衝撃波１２の縁部が小滴８と捕集された泡１
０との間の界面に沿って伝播すると、それは集束され、収縮円を形成する（図２（ｂ））
。衝撃波が最終的に近傍箇所に集束するときに、それは圧縮された泡１０内の極端な圧力
および温度を生じさせる（図２（ｃ））。例えば、シミュレーションでは、１００μｍの
サイズの小滴について示しており、この小滴は、５００ｍ／ｓの速度で移動し、約４５度
の角度で逆円錐形状の対象物に衝突する際に、２００，０００Ｂａｒに近い圧力および１
，０００，０００℃を超える温度が観察される。しかし、当然のことながら、達成される
実際の結果（例えば、液体の密度、周囲圧力および温度、気体および液体の組成、衝突角
度、ならびに表面形状）に影響を及ぼす多数のパラメータが存在する。
【００２７】
　図３ａ～図３ｄは、対象物表面１４～２０がそれらに形成された単一の個別の窪み２２
～２８を有した実施形態のそれぞれの変形物を示している。図から理解されるように、こ
れらの窪み２２～２８は、典型的には小滴８よりも極めて小さくなる。これは、捕集され
た気体の体積が小滴８のサイズの小さな変化に実質的に依存しないことを意味している。
これらの実施形態は、捕集された泡を圧縮し、対象物との衝突によって生じた衝撃波から
の圧力をそこで強めることによって、上述した実施形態に対して上述と同一の方法で作用
する。
【００２８】
　図４ａ～図４ｄは、複数の窪みを備えた実施形態の変形物を示しており、それらの幾つ
かでは、対応する泡が、小滴が対象物３０～３６に衝突することによって捕集されること
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これらの窪みを生じさせる表面形状は、単に概略および例示であり、勿論、多くの可能な
変形物が存在する。それらは、明示的な機械加工によってではなく、表面仕上げまたは表
面粗し処理によって生成されることができる。この利点の１つは、小滴８と対象物３０～
３６との間の正確な位置決めに対する、より低い要求が存在するということである。それ
は、複数の小滴の流れを同時に受容する単一の対象物を容易に準備できることも意味する
。さらに、それは、対象物の材料の刷新、生成されたエネルギの利用、命中精度の必要性
の低減などの利点を持つ移動（例えば、回転または摺動）対象物を有する可能性を切り開
く。
【００２９】
　図５は、本発明の別の実施形態を示しており、対象物表面３８は、凹状であり、小滴８
の形状に少なくとも部分的に倣って受容するが、その底に個別の窪み４０を有している。
この湾曲した、より一致する形状は、小滴８が対象物３８に衝突する際に生成される衝撃
波を強めること、同様に、窪み４０に捕集された泡内の圧力および温度を強めることにお
いて有益となることができる。
【００３０】
　最後に、図６は、上述したアイデアの拡張を示しており、表面４２は、複数の個別の窪
み４４を有し、その各々が気体の泡を捕集することが可能である。窪みは、環状である（
つまり、対象物の回転方向に連続的である）ことができるが、好ましくは対象物の回転方
向に個別であることができる。さらに、窪み４４間の頂点４６はそれぞれ、泡８内に衝撃
波を生じさせ、それは、適切な最適化で、各窪み４４における泡内で集中されたエネルギ
をさらに強めるように、互いに集中および強化することができる。
【００３１】
　記述したすべての実施形態において、本装置は、液体流を生じさせて、例えば水の非常
に高速な小滴の流れを発射することによって使用されることができ、そしてその流れは、
米国特許第７３８０９１８号明細書に記述された装置を使用して分解される。典型的な実
施では、小滴は、約１５０μｍの直径を有しており、約１ｋｍ／ｓの速度で移動し、約１
ＭＨｚの周波数で生じる。計算上のモデル化では、これは、４．６×１０９Ｐａのピーク
圧力を生じさせ、重水素原子の核融合反応には十分な１×１０６℃を超える温度を生じさ
せるのに十分である。結果として生じるニュートロンは、他の処理で使用されることがで
きるか、または、一例ではニュートロンの運動エネルギを熱エネルギに変換する中性子吸
収体に吸収されることが可能である（従って、従来の熱力学的エネルギ生成）。
【００３２】
　しかし、電力を生産するには、他にも多くの方法がある。例えば、ホウ素・水素核融合
を使用することもできる。ホウ素・水素核融合は、ヘリウム核を生じさせ、この反応から
のエネルギを利用するために使用される方法は、非常に異なることがある（例えば、電荷
の移動によって直接電気を起こすことができる）。また、核融合を起こすことは必須では
ない。本発明にかかる対象物の形状によって崩壊した泡内に生じた圧力および温度の上昇
は、珍しい条件下での他の反応を研究するような他の状況においても有用である場合があ
る。
【００３３】
　本発明は、そのような状況のすべてに適用可能であり、同様に多くの他の状況にも適用
可能である。
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【図４ａ－４ｄ】

【図５】

【図６】
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